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（23）合意的国際分業原理再考

序
　
論

　
小
島
清
教
授
が
一
九
六
〇
年
に
初
め
て
提
唱
さ
れ
、
旭
「
合
意
的

国
際
分
業
原
理
」
の
骨
子
は
、
規
模
の
経
済
の
得
ら
れ
る
遁
減
費

用
下
で
は
、
初
期
に
二
国
に
と
つ
て
国
際
分
業
を
し
貿
易
を
開
始

す
る
な
ん
ら
の
価
格
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
も
存
在
し
な
い
場
合
で
も
・

「
相
互
に
市
場
を
与
え
合
う
と
い
う
合
意
に
よ
っ
て
国
際
分
業
に

踏
み
切
る
」
な
ら
ぱ
、
相
互
に
規
模
の
経
済
を
実
現
し
・
そ
れ
ぞ

れ
優
れ
た
生
産
方
法
に
移
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
国
は
互
い
に
利

益
を
獲
得
で
き
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
合
意
的

国
際
分
業
原
理
は
、
比
較
生
産
費
差
に
も
と
づ
く
伝
統
的
な
国
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

分
業
原
理
と
は
異
な
る
も
の
と
し
て
主
張
さ
れ
る
。

　
こ
の
合
意
的
国
際
分
業
原
理
を
め
ぐ
っ
て
多
く
の
論
議
が
な
さ

池
　
　
間

誠

＾
3
）

れ
、
そ
れ
に
答
え
る
べ
く
、
小
島
教
授
は
、
そ
の
理
論
的
強
化
・

深
化
に
努
カ
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
場
合
、
小
島
教
授
は
、
基
本
的

に
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
併
用
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
費
用
逓
減

（
収
穫
逓
増
）
を
含
む
ボ
ヅ
ク
ス
・
ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム
に
依
拠
し
た

一
般
均
衡
分
析
（
教
授
は
そ
れ
を
マ
ク
ロ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
と
呼

ぶ
）
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
最
適
規
模
を
考
慮
し
た
平
均
・
隈
界

費
用
曲
線
に
よ
る
部
分
均
衡
分
析
（
教
授
は
そ
れ
を
ビ
ジ
ネ
ス
・

ア
プ
ロ
ー
チ
と
呼
ぷ
）
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
も
長

短
は
あ
る
が
、
望
ま
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
最
適
規
模
を
含
む
一

般
均
衡
分
析
で
あ
る
。
し
か
し
、
小
島
教
授
は
、
こ
れ
ま
で
の
展

開
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
に
統
合
化
さ
れ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採

用
さ
れ
て
い
な
い
。

　
私
自
身
は
、
「
合
意
的
国
際
分
業
原
理
－
幾
何
単
的
解
明
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－
L
（
『
世
界
経
済
評
論
』
、
一
九
六
七
年
四
月
号
）
に
お
い
て
、

小
島
教
授
の
示
唆
に
従
い
、
不
連
続
な
最
適
規
模
に
も
と
づ
い
た

理
論
的
フ
ォ
ミ
ュ
レ
ー
シ
冒
ン
を
試
み
た
。
本
稿
は
、
こ
の
旧
稿

の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
生
か
し
つ
つ
、
一
般
均
衡
分
析
を
試
る
こ
と
を

課
題
と
す
る
。
「
合
意
的
国
際
分
業
原
理
再
考
」
と
題
す
る
所
以

で
あ
る
。

　
と
も
あ
れ
、
合
意
的
国
際
分
業
原
理
は
、
規
模
の
経
済
が
存
在

す
る
場
合
に
お
け
る
国
際
貿
易
の
利
益
と
い
う
一
般
的
問
題
に
か

か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
わ
れ
わ
れ
は
ど
の
よ
う
な
状

況
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
国
同
土
で
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
規
準

の
下
で
合
意
が
得
ら
れ
る
か
を
究
明
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
本

稿
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
よ
う
に
、
不
連
続
な
規
模
の
経
済
が
存
在

す
る
と
き
に
は
、
国
の
規
模
に
よ
っ
て
、
生
産
可
能
性
曲
線
の
形

状
が
大
き
く
異
な
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
合
意
的
分
業
の
相
手
国
が
制

隈
さ
札
る
。
本
稿
で
得
ら
れ
た
主
な
結
論
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
。
ω
一
国
の
み
で
既
に
規
模
の
経
済
を
獲
得
で
き
る
ほ
ど
大
き

な
国
に
と
っ
て
は
、
自
明
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
合
意
的
分
業
を

行
な
う
必
要
は
な
い
。
ω
こ
れ
も
自
明
な
こ
と
だ
が
、
規
模
の
経

済
を
達
成
で
き
な
い
ほ
ど
小
さ
な
国
に
と
っ
て
も
合
意
的
国
際
分

業
を
行
な
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
な
い
。
㈹
合
意
的
国
際
分
業
は
、

し
た
が
っ
て
、
以
上
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
以
外
の
国
に
妥
当
す
る

も
の
で
あ
る
。
ω
二
国
間
で
合
意
的
分
業
に
よ
っ
て
規
模
の
経
済

が
達
成
さ
れ
た
と
し
て
も
、
両
国
の
経
済
厚
生
が
共
に
高
ま
る
と

は
隈
ら
な
い
。
㈲
両
国
の
経
済
厚
生
が
共
に
高
ま
る
に
し
て
も
、

そ
の
程
度
は
必
ら
ず
し
も
等
し
く
な
い
。
㈹
各
国
の
経
済
厚
生
の

変
化
は
、
両
国
の
消
費
性
向
と
規
模
の
経
済
の
程
度
に
依
存
す
る
。

ω
し
か
し
、
両
国
の
消
費
性
向
が
ほ
ぼ
等
し
い
な
ら
ぱ
、
二
国
間

で
の
合
意
は
容
易
に
達
成
で
き
る
。

（
1
）
　
一
九
六
〇
年
五
月
、
国
際
経
済
学
会
第
十
九
回
研
究
報
告
会

　
（
福
岡
大
学
）
で
報
舎
。
小
昆
滴
「
世
界
経
済
の
新
展
開
と
そ
の
理

　
論
－
共
同
市
場
的
運
動
の
必
然
性
と
諭
理
－
」
『
国
際
経
済
』

　
第
十
二
号
。

（
2
）
　
合
意
的
国
際
分
業
原
理
に
関
す
る
小
島
教
授
の
基
本
的
文
献
と

　
し
て
は
、
『
（
増
補
）
E
E
C
の
経
済
学
－
合
意
的
国
際
分
業
原
理

　
1
』
（
日
本
評
論
社
、
一
九
六
七
年
）
、
『
世
界
貿
易
と
多
国
籍
企

　
業
』
（
創
文
社
、
昭
和
四
八
年
）
、
お
よ
ぴ
「
合
意
的
国
際
分
業
．
国

　
際
含
業
・
企
業
内
貿
易
」
『
世
界
経
済
評
諭
』
、
上
（
一
九
八
二
年
十

　
一
月
号
）
、
下
（
一
九
八
二
年
十
二
月
号
）

（
3
）
　
小
島
清
『
（
増
補
）
E
E
C
の
経
済
挙
』
二
二
〇
～
二
二
四
、

　
お
よ
び
二
二
六
～
二
三
二
頁
、
お
よ
ぴ
小
島
滴
『
世
界
貿
易
と
多
国

　
籍
企
業
』
三
三
～
四
員
の
脚
注
4
6
に
お
い
て
、
合
意
的
国
際
分
業
を

　
め
ぐ
る
多
く
の
文
猷
が
紹
介
・
批
判
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
参
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（25）　合意的国際分業原理再考

照
さ
れ
た
い
。
こ
こ
で
は
特
に
、
三
辺
信
夫
『
外
国
貿
易
の
純
粋
理

論
』
（
風
間
書
房
、
昭
和
四
六
年
）
第
十
章
、
根
岸
隆
『
貿
易
利
益

と
国
際
収
支
』
（
創
文
社
、
昭
和
四
六
年
）
第
三
章
、
第
四
章
、
お

よ
ぴ
大
山
通
広
「
激
化
す
る
国
際
賢
易
摩
擦
－
そ
の
理
論
的
検
討
」

『
季
刊
現
代
経
済
』
一
九
八
二
年
夏
季
号
、
を
上
げ
る
に
と
ど
め
る
。

一
一
国
の
規
模
と
生
産
可
能
性
曲
線

　
生
産
面
の
考
察
か
ら
始
め
よ
う
。
二
つ
の
最
終
消
費
財
（
第
－

財
と
第
2
財
）
を
仮
定
し
、
各
財
は
唯
一
つ
の
生
産
要
素
（
ム
と

し
よ
う
）
を
用
い
て
生
産
さ
れ
、
か
つ
生
産
要
素
は
両
産
業
間
を

自
由
に
移
動
し
、
生
産
要
素
の
総
賦
存
量
は
一
定
で
、
完
全
に
利

用
さ
れ
る
も
の
と
仮
定
す
る
。
以
上
は
標
準
的
な
仮
定
で
あ
る
。

こ
こ
で
基
本
的
で
重
要
な
仮
定
を
お
こ
う
。
す
な
わ
ち
、
各
財
に

関
し
て
、
二
つ
の
要
素
投
入
係
数
吻
と
、
吻
（
毒
は
第
－
財
と
第
2

財
）
が
あ
り
、
吻
は
4
よ
り
も
大
き
く
（
す
な
わ
ち
吻
よ
り
も
4

の
方
が
優
れ
た
生
産
方
法
で
あ
る
）
、
投
入
係
数
、
吻
は
、
そ
の
産

業
全
体
の
生
産
量
が
兄
以
上
に
な
っ
た
と
き
に
適
用
可
能
で
あ

る
も
の
と
す
る
。
そ
の
意
味
で
名
は
、
（
産
業
全
体
の
）
「
（
最
小
）

最
適
規
模
」
と
考
え
て
よ
い
。
各
企
業
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、

そ
の
属
す
る
産
業
全
体
の
生
産
量
が
兄
に
至
る
ま
で
は
、
吻
の
投

入
係
数
が
用
い
ら
れ
、
産
業
全
体
の
生
産
量
が
兄
を
超
え
れ
ぱ
、

、
吻
の
投
入
係
数
を
用
い
る
よ
う
に
な
る
か
ら
、
財
市
場
に
お
い
て

は
完
全
競
争
が
成
立
す
る
。

　
投
入
係
数
が
吻
か
ら
、
吻
に
移
る
た
め
に
は
産
業
全
体
の
生
産
量

が
．
羽
と
い
う
敷
居
（
ま
篶
㎝
亭
o
δ
）
を
超
え
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
各

企
業
に
と
っ
て
は
、
産
業
全
体
の
生
産
量
が
兄
に
至
る
ま
で
は
、

投
入
係
数
吻
の
も
と
で
収
穫
一
定
で
あ
る
。
し
か
し
、
産
業
全
体

の
生
産
量
が
苅
を
超
え
る
と
、
投
入
係
数
は
吻
か
ら
、
吻
に
減
少
す

る
か
ら
、
以
前
と
同
一
量
の
生
産
要
素
を
用
い
て
よ
り
多
く
生
産

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
産
業
全
体
の
拡
大
が
個
々
の
企
業
に
有
利

な
効
果
（
外
部
経
済
）
を
与
え
る
が
、
他
の
産
業
の
投
入
係
数
に

は
何
ら
の
影
響
も
与
え
な
い
の
で
、
産
業
に
と
っ
て
は
内
部
経
済

と
な
る
。
と
も
あ
れ
、
産
業
の
規
模
が
名
を
超
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
投
入
係
数
が
伽
か
ら
、
吻
に
減
少
し
、
す
な
わ
ち
よ
り
優
れ
た

生
産
方
法
に
移
行
す
る
と
い
う
意
味
で
、
兄
で
不
連
続
な
規
模
の

経
済
が
獲
得
で
き
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
こ
の
よ
う
な
産
業
の
敷
屠
規
模
ヱ
が
存
在
す
る
と
き
、

一
国
の
生
産
可
能
性
曲
線
は
ど
の
よ
う
な
形
状
を
示
す
で
あ
ろ
う
。

か
。
ま
ず
、
わ
れ
わ
れ
は
次
の
四
つ
i
の
条
件
式
に
直
面
す
る
。
な

お
、
五
と
ム
は
そ
れ
ぞ
れ
第
－
財
と
第
2
財
の
生
産
量
で
あ
り
、
　
蛾
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工
は
要
素
総
賦
存
量
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
ム
は
兄
よ
り
小
さ
く
、
ま
た
ム
も
兄
よ
り
小
さ
い
な

ら
ぱ
、

　
　
§
呂
十
§
き
1
1
卜
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

　
第
二
に
、
ム
は
兄
よ
り
大
き
い
が
、
為
は
玉
よ
り
小
さ
い
な
ら

ば
、　

　
§
、
さ
十
S
き
1
1
卜
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
N
）

　
第
三
に
、
ム
は
ヱ
よ
り
小
さ
い
が
、
乃
は
兄
よ
り
大
き
い
な
ら

ば
、

　
　
§
■
十
§
、
き
H
■
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ω
）

　
第
四
に
、
ム
は
工
よ
り
大
き
く
、
ま
た
ム
も
兄
よ
り
大
き
い
な

ら
ぱ
、

　
　
§
、
さ
十
§
、
き
1
1
卜
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
舎
）

　
そ
こ
で
図
1
を
見
よ
う
。
．
横
軸
に
は
第
－
財
の
生
産
量
、
縦
軸

に
は
第
2
財
の
生
産
量
が
示
さ
れ
て
い
る
。
暫
ら
く
兄
と
か
兄
を

無
視
し
よ
う
。
直
線
㌘
ぷ
は
、
第
一
の
ケ
ー
ス
、
す
な
わ
ち
ω
式

を
表
わ
す
。
し
た
が
っ
て
、
0
y
は
工
／
吻
に
、
0
㌘
は
Z
／
伽

に
等
し
く
、
0
㌘
／
0
ぷ
は
吻
／
吻
に
等
し
い
。
直
線
㌘
S
は
、

ω
式
を
図
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
0
S
は
工
／
、
吻
に
等
し
く
、
0

㌘
／
0
8
は
、
伽
／
吻
で
あ
る
。
直
線
丁
ぷ
は
、
㈲
式
を
描
い
た
も

図1　中規模国の生産可能性曲線
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8第1財〃s’〃

　
蓼
財
・
　
・
〃
　
V
　
　
　
　
0

の
で
あ
り
、
0
T
は
工
／
、
吻
に
等
し
く
、
0
T
／
0
ぷ
は
吻
／
、
吻

に
等
し
い
。
最
後
に
、
直
線
丁
8
は
ω
式
を
示
し
、
0
T
／
0
8

は
〆
■
、
吻
に
等
し
く
な
る
。
仮
定
に
よ
り
、
§
、
〈
、
■
、
的
、
〈
富
旧
で

あ
る
か
ら
、
§
、
㌔
§
〈
s
㌔
§
〈
§
㌔
§
、
で
あ
り
、
ま
た
§
、
㌔
§
〈
§
、
、

§
、
〈
§
㌔
§
、
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
「
敷
居
規
模
」
工
と
い
う
制
約
を
導
入
し
よ
う
。
図

1
に
お
い
て
0
〃
が
兄
で
あ
り
、
0
W
が
兄
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
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第
－
財
の
生
産
量
が
、
0
〃
（
疋
）
以
下
の
と
き
に
は
第
－
財
産

業
で
の
投
入
係
数
は
吻
で
あ
り
、
0
〃
以
上
の
と
き
に
は
そ
れ
は

ポ
と
な
る
。
同
様
に
、
第
2
財
の
生
産
量
が
、
0
亙
（
兄
）
以
下

の
と
き
に
は
第
2
財
産
業
で
の
投
入
係
数
は
吻
で
あ
り
、
0
亙
以

上
の
と
き
に
は
そ
れ
は
、
吻
と
な
る
。
図
示
さ
れ
た
ケ
ー
ス
に
お
い

て
は
、
0
S
は
0
〃
よ
り
、
0
T
は
0
亙
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
大
き
い
。

　
さ
て
、
ω
～
ω
式
を
考
慮
す
る
と
、
次
の
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
第
一
に
、
第
－
財
の
生
産
量
が
0
〃
よ
り
少
な
く
（
き
く

－
）
、
第
2
財
の
生
産
量
が
0
W
よ
り
少
な
い
（
き
1
〈
討
）
場
合

に
は
、
生
産
可
能
な
両
財
の
組
み
合
せ
は
、
直
線
㌘
ぷ
の
一
部

で
あ
る
、
q
、
γ
の
領
域
で
あ
る
。
第
二
に
、
第
－
財
の
生
産
量
が
0

皿
よ
り
大
き
く
（
さ
1
V
灼
）
、
第
2
財
の
生
産
量
が
0
W
よ
り
小

さ
い
（
き
く
き
）
と
き
に
は
、
生
産
可
能
な
両
財
の
組
み
合
せ

は
、
直
線
τ
8
上
の
月
8
め
都
分
と
な
る
。
第
三
に
、
第
－
財
の

生
産
量
が
0
〃
以
下
で
あ
り
（
さ
く
■
）
、
第
2
財
の
生
産
量
が

0
W
以
上
（
き
M
射
）
の
と
き
に
は
、
両
財
生
産
量
の
組
み
合

せ
は
、
直
線
τ
α
上
の
T
9
の
部
分
と
な
る
。
最
後
に
、
第
－
財

お
よ
ぴ
第
2
財
の
生
産
量
が
共
に
そ
れ
ぞ
れ
0
〃
と
0
W
以
上

（
k
－
v
k
ご
き
M
細
）
と
な
る
こ
と
は
、
図
示
さ
れ
た
ケ
ー
ス
に

お
い
て
は
あ
り
え
な
い
の
で
、
直
線
r
8
上
で
の
生
産
は
不
可
能

で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
情
報
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
直
線
，
q
，
r
上
の
亙
、
γ
と

ぴ
、
9
が
、
直
線
月
8
上
の
五
γ
と
直
線
丁
9
上
の
ρ
9
と
そ
れ
ぞ

れ
重
複
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
何
を
意
味
す
る
の
か
。
あ
る

財
の
生
産
量
を
一
定
に
し
た
と
き
に
、
他
の
財
の
生
産
量
の
水
準

が
二
つ
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
例
え
ぱ
、
第
2
財
の
生
産
量
を

亙
〃
H
五
〃
に
保
っ
た
と
す
る
と
、
第
－
財
の
生
産
量
は
0
〃
で

も
0
〃
で
も
よ
い
。
同
様
に
、
第
－
財
の
生
産
量
を
y
α
H
W
9

に
維
持
し
た
ま
ま
、
第
2
財
を
0
π
量
ま
た
は
0
W
量
生
産
す
る

に
と
が
で
き
る
。
な
お
Q
ミ
、
“
（
§
、
㌔
§
）
◎
員
O
宅
、
1
1
（
鳶
、
、
S
）
o
暑

で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
確
か
め
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
生
産
可
能
性
曲
線
と
は
、
所
与
の
生
産
資
源
の
も

と
で
利
用
可
能
な
最
も
効
率
的
な
生
産
技
術
を
用
い
て
、
あ
る
財

の
生
産
量
を
一
定
と
し
た
と
き
に
、
他
の
財
の
最
大
の
生
産
量
を

与
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
線
分
π
、
γ
は

線
分
月
γ
に
劣
り
、
ま
た
線
分
α
、
q
は
線
分
9
q
に
劣
る
。
し
た

が
っ
て
、
図
1
に
示
さ
れ
た
国
の
生
産
可
能
性
曲
線
は
、
太
い
実

線
の
τ
9
α
π
月
S
で
与
、
中
札
ら
れ
る
。
第
－
財
の
生
産
量
は
0
〃

と
0
〃
の
間
で
不
連
続
で
あ
り
、
ま
た
第
2
財
の
生
産
量
は
0
y

と
0
W
の
間
で
不
連
続
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
原
点
0
に
拘
っ
て
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凸
状
に
な
ウ
て
い
る
。

　
も
ち
ろ
ん
図
1
の
ケ
ー
ス
が
唯
一
で
は
な
い
。
こ
の
ケ
ー
ス
が

発
生
す
る
た
め
に
は
、
次
の
三
つ
の
条
件
が
必
要
で
あ
る
。
第
一

に
o
ミ
〈
o
吻
（
吋
く
ミ
s
、
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
に

Q
ミ
〈
Q
ド
（
き
く
ミ
§
、
）
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
第
三
に
、
皿

点
を
通
る
垂
直
線
肌
と
w
点
を
通
る
水
平
線
肌
の
交
点
を
ア
と
す

る
と
、
7
点
老
通
る
直
線
丁
8
に
平
行
な
直
線
は
、
直
線
丁
8
の

右
上
方
に
位
置
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
こ
の
条
件
は
次
の
よ
う

に
言
い
換
え
ら
れ
る
。
投
入
係
数
、
刎
と
、
吻
を
用
い
て
、
第
－
財
を

兄
、
第
2
財
を
兄
だ
け
生
産
す
る
の
に
必
要
な
要
素
量
を
Z
と
し

よ
う
。
す
な
わ
ち
、

　
　
§
、
h
＋
§
、
射
1
1
■
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎞
）

そ
う
す
る
と
、
卜
く
ト
で
あ
れ
ぱ
、
直
線
τ
8
に
平
行
な
γ
点
を

通
る
直
線
は
、
直
線
丁
8
の
右
上
方
に
位
置
す
る
。

　
以
上
三
つ
の
条
件
の
い
ず
れ
か
に
変
更
が
加
え
ら
れ
る
な
ら
ぱ
、

生
産
可
能
性
曲
線
は
図
1
と
は
異
な
る
形
状
に
な
る
。
図
1
の
場

合
を
ケ
ー
ス
ー
と
し
よ
う
。
ケ
ー
ス
n
と
し
て
、
｝
一
く
卜
、
§
、
一
k
旧

く
ミ
§
、
一
h
〈
ト
を
考
え
て
見
よ
う
。
こ
の
と
き
に
は
、
図
2
で

示
さ
れ
る
よ
う
に
、
生
産
可
能
性
曲
線
は
τ
9
¢
π
五
8
と
な
る
。

直
線
τ
Q
上
で
は
投
入
係
数
吻
と
、
伽
．
が
、
直
線
q
π
上
で
は
投
入

図2　犬きい国の生産可能性曲線

－，，

Q 一一

；

R

o　c
∫第1貝オ∫〃’〃

第
2
財
　
τ

r

w
〃

係
数
、
吻
と
、
吻
が
、
そ
し
て
直
線
五
8
上
で
は
投
入
係
数
、
吻
と
吻
が

そ
れ
ぞ
れ
用
い
ら
れ
る
。

　
ケ
ー
ス
皿
は
、
　
さ
く
ミ
§
、
一
き
V
ミ
§
、
一
ト
〈
－
の
と
き
で
あ

る
。
こ
の
場
合
に
は
、
図
3
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
生
産
可
能
性

曲
線
は
τ
π
月
8
と
な
り
、
直
線
㌘
亙
上
で
は
投
入
係
数
吻
と
吻

が
、
直
線
五
s
上
で
は
投
入
係
数
、
吻
と
吻
が
用
い
ら
れ
る
。

　
ケ
ー
ス
W
と
し
て
、
　
昌
V
ミ
§
、
一
き
く
ミ
S
、
一
ト
〈
■
が
考
え

螂



（29）　合意的国際分業原理再考

ら
れ
る
。
こ
の
と
き
の
。
生
産
可
能
性
曲
線
は
図
4
の
よ
う
に
T
ρ

σ
ぷ
と
な
る
。
直
線
丁
9
上
で
は
投
入
係
数
吻
と
、
吻
が
、
直
線
σ

k
上
で
は
投
入
係
数
吻
と
吻
が
用
い
ら
れ
る
。

　
最
後
に
ケ
ー
ス
V
と
し
て
、
図
5
の
場
合
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

ト
V
ミ
§
、
一
き
V
ミ
§
、
、
（
し
た
が
っ
て
■
〈
■
）
の
場
合
で
あ
り
、

生
産
可
能
性
曲
線
は
、
投
入
係
数
吻
と
吻
の
み
を
用
い
た
直
線
㌘

σ
で
示
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

図3第1財偏向国の生産可能性曲線

｛’升

．
珊

γ

3

　一　一一■

〃

π

〃

第
2
財
W
T

7

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
生
産
の
敷
居
規
模
一
乃
、
投
入
係
数
吻
と
、
吻
、

そ
し
て
要
素
総
賦
存
量
z
に
よ
っ
て
、
生
産
可
能
性
曲
線
の
形
状

が
異
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
前
者
二
つ
の
条
件
を
一
定
と
す
れ

ぱ
、
要
素
総
賦
存
量
の
多
寡
に
よ
っ
て
、
生
産
可
能
性
曲
線
が
規

定
さ
れ
る
。
国
の
大
き
さ
（
規
模
）
を
要
素
総
賦
存
量
に
よ
っ
て

定
義
す
る
な
ら
ぱ
、
わ
れ
わ
れ
は
次
の
よ
う
に
分
類
す
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
ω
「
大
き
い
国
」
。
こ
れ
は
図
2
の
ケ
ー
ス
で
あ
り
、

ρ

’
γ
　
’1

1
．
一
■

σ

α o”∫蛛1一第1財

図4　第2財偏向国の生産可能性曲線

第
2
財
　
　
丁

㌘
　
〃
　
y

〃
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砲

図5小さい国の生産可能性曲線

榊
　
γ

S〃第1財∫

　
　
第
2
財
　
W
T
　
　
　
τ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

一
国
だ
け
で
規
模
の
経
済
を
実
現
で
き
る
国
で
あ
る
。
ω
「
申
規

模
国
」
。
こ
れ
は
図
1
の
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
い
ず
れ
か
の
．
財
に
特

化
す
れ
ぱ
、
そ
の
財
の
生
産
で
規
模
の
経
済
を
実
現
で
き
る
国
で

あ
る
。
㈹
「
第
－
財
偏
向
国
」
。
図
3
の
ケ
ー
ス
で
、
第
2
財
に
特

．
化
し
て
も
規
模
の
経
済
を
得
ら
れ
な
い
が
、
第
－
財
に
特
化
す
れ

ぱ
規
模
の
経
済
が
得
ら
れ
る
国
で
あ
る
。
ω
「
第
2
財
偏
向
国
」
。

図
4
の
場
合
が
そ
れ
で
あ
り
、
第
－
財
に
特
化
し
て
も
規
襖
の
経

済
を
得
ら
れ
な
い
が
、
第
2
財
に
特
化
す
れ
ば
そ
れ
が
獲
得
で
き

る
国
で
あ
る
。
㈲
「
小
さ
い
国
」
。
図
5
の
場
合
が
そ
れ
で
あ
り
、

い
ず
れ
の
財
に
特
化
し
て
も
規
模
の
経
済
を
獲
得
で
き
な
い
国
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
生
産
可
能
性
曲
線
の
形
状
に
よ
る
国
の
五
類

型
化
は
、
以
下
の
わ
れ
わ
れ
の
分
析
に
と
っ
て
き
わ
め
て
便
利
で

あ
る
。

三
　
合
意
的
国
際
分
業
の
潜
在
的
利
益

　
初
期
に
お
け
る
無
比
較
生
産
費
差
の
状
況
か
ら
出
発
し
、
何
ん

ら
か
の
合
意
に
よ
っ
て
、
二
国
間
で
分
業
が
行
な
わ
れ
た
と
き
に
、

規
模
の
経
済
（
ま
・
た
は
優
れ
た
生
産
方
法
へ
の
移
行
）
が
達
成
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
合
意
的
国
際

分
業
に
よ
る
規
模
の
経
済
の
達
成
、
ま
た
は
優
れ
た
生
産
方
法
へ

の
移
行
を
、
合
意
的
国
際
分
業
の
「
潜
在
的
利
益
」
と
呼
ぶ
こ
と

に
し
よ
う
。
前
節
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
生
産
可
能
性
曲
線

の
形
状
に
従
っ
て
国
の
タ
イ
プ
は
五
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
こ
の
潜

在
的
利
益
と
国
の
タ
イ
プ
の
対
応
関
係
を
考
察
す
る
の
が
本
節
の

課
題
で
あ
る
。

　
さ
て
、
間
題
を
単
純
化
す
る
た
め
に
、
合
意
的
分
業
は
二
国
間

で
の
み
行
な
わ
れ
る
と
し
よ
う
。
国
の
タ
イ
プ
は
五
つ
あ
る
か
ら
、
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十
五
つ
の
組
み
合
せ
が
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
さ
ら
に
、
各
国

が
合
意
に
踏
み
切
る
の
は
、
各
国
が
共
に
規
模
の
経
済
を
獲
得
で

き
る
場
合
の
み
で
あ
る
と
し
よ
う
。
そ
う
す
る
と
、
小
さ
い
国
は

合
意
対
象
国
か
ら
除
外
さ
れ
、
ま
た
同
一
財
偏
向
国
同
士
（
第
－

財
偏
向
国
同
士
、
第
2
財
偏
向
国
同
士
）
の
ケ
ー
ス
も
除
外
さ
れ

る
。
し
た
が
っ
て
七
つ
の
ケ
ー
ス
が
除
外
さ
れ
、
残
る
は
八
つ
の

ケ
ー
ス
と
な
る
が
、
す
ぐ
後
で
わ
か
る
よ
う
に
、
実
際
的
に
は
大

き
い
国
を
含
む
ケ
ー
ス
も
除
外
さ
れ
る
か
ら
、
実
質
的
に
は
四
つ

の
ケ
ー
ス
し
か
な
い
。

　
川
大
き
い
国
対
大
き
い
国

　
大
き
い
国
の
生
産
可
能
性
曲
線
は
図
2
で
示
さ
れ
て
い
る
。
無

比
較
生
産
費
差
を
前
提
と
す
る
か
ら
、
初
期
に
お
い
て
両
国
は
共

に
T
9
上
か
、
σ
亙
上
か
、
ま
た
は
月
s
上
で
生
産
し
て
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
。
第
一
に
、
も
し
両
国
共
に
T
9
上
で
生
産
し
て
い

る
な
ら
ぱ
、
両
国
共
に
第
2
財
生
産
に
お
い
て
規
模
の
経
済
を
達

成
し
て
い
る
。
第
二
に
、
も
し
両
国
共
に
五
8
上
で
生
産
し
て
い

る
な
ら
ぱ
、
両
国
共
に
第
－
財
生
産
に
お
い
て
規
模
の
経
済
を
確

保
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
両

国
が
合
意
に
よ
っ
て
共
に
規
模
の
経
済
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
、

生
産
点
が
共
に
¢
亙
上
に
移
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
三
に
、

も
し
両
国
共
に
¢
亙
上
で
生
産
し
て
い
る
な
ら
ぱ
、
両
国
は
既
に

両
財
の
生
産
に
お
い
て
規
模
の
経
済
を
実
現
し
て
お
り
、
合
意
を

行
な
う
必
要
は
な
い
。

　
し
か
し
、
第
一
と
第
二
の
ケ
ー
ス
は
、
そ
も
そ
も
初
期
条
件
と

し
て
成
立
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
原
点
に
対
し
て
凸
の
通
常
の
社
会

無
差
別
曲
線
を
考
え
る
な
ら
ぱ
、
消
費
点
し
た
が
っ
て
生
産
点
は

¢
π
上
に
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
第
一
と
第
二
の
ケ

ー
ス
は
初
期
条
件
と
し
て
は
成
立
せ
ず
、
第
三
の
ケ
ー
ス
の
み
が

可
能
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
大
き
い
国
対
大
き
い
国
の
場
合
に
は
、

合
意
的
国
際
分
業
は
、
極
限
的
に
は
、
成
立
し
え
な
い
。

　
②
中
規
模
国
対
中
規
模
国

　
図
1
で
示
さ
れ
る
生
産
可
能
性
曲
線
を
も
つ
二
国
間
に
つ
い
て
．

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
も
両
国
の
初
期
の
生
産
点
（
消
費

点
）
が
共
に
、
T
ρ
上
に
あ
る
か
、
σ
亙
上
に
あ
る
か
、
ま
た
は

月
8
上
に
あ
る
か
の
三
つ
の
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
大

き
い
国
の
場
合
と
は
異
な
り
、
こ
れ
ら
三
つ
の
ケ
ー
ス
は
い
ず
れ

も
初
期
条
件
と
し
て
成
立
し
う
る
。

　
も
し
両
国
の
生
産
点
が
共
に
T
9
上
、
ま
た
は
五
8
上
に
あ
る

な
ら
ぱ
、
各
国
は
共
に
第
2
財
ま
た
は
第
－
財
の
生
産
で
規
模
の

経
済
を
実
現
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
に
あ

μ3
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づ
て
は
、
あ
る
財
へ
の
完
全
特
化
に
よ
る
規
模
の
経
済
の
獲
得
は
、

他
の
財
で
既
に
確
得
し
て
い
た
規
模
の
経
済
の
放
棄
を
意
味
す
る

か
ら
、
本
節
で
の
基
準
に
よ
れ
ば
、
合
意
は
行
な
わ
れ
な
い
。

　
他
方
、
も
し
両
国
が
共
に
¢
亙
上
で
生
産
を
行
な
っ
て
い
る
な

ら
ば
、
両
国
は
両
財
の
生
産
で
末
だ
規
模
の
経
済
を
実
現
し
て
い

な
い
。
も
し
、
各
国
が
そ
れ
ぞ
れ
別
の
財
に
完
全
に
特
化
す
る
か
、

あ
る
い
は
一
つ
の
国
が
完
全
特
化
し
、
他
の
国
は
部
分
特
化
で
も

五
以
上
の
生
産
を
行
な
う
よ
う
に
な
る
な
ら
ぱ
、
両
国
は
共
に
特

化
し
た
財
の
生
産
で
規
模
の
経
済
を
実
現
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

合
意
的
分
業
の
潜
在
的
利
益
が
存
在
す
る
。
こ
の
ケ
ー
ス
に
つ
い

て
は
、
次
節
で
詳
し
く
論
ず
る
。

　
㈲
中
規
模
国
対
第
－
財
偏
向
国

　
こ
れ
は
図
1
と
図
3
の
組
み
合
せ
で
あ
る
。
無
比
較
生
産
費
差

で
あ
る
か
ら
、
中
規
模
国
（
図
1
）
の
生
産
点
が
α
π
上
で
、
第

－
財
偏
向
国
（
図
3
）
の
生
産
点
が
τ
亙
上
で
あ
る
か
、
ま
た
は

前
者
の
生
産
点
も
後
者
の
そ
れ
も
共
一
に
月
s
上
に
あ
る
か
の
い
ず

れ
か
の
ケ
ー
ス
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
前
者
の
ケ
ー
ス
で
あ
る

な
ら
ば
、
中
規
模
国
は
第
2
財
の
生
産
に
移
行
し
、
第
－
財
偏
向

国
は
第
－
財
の
生
産
に
集
中
す
る
な
ら
ぱ
、
両
国
共
に
規
模
の
経

済
を
実
現
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
ど
の
国
が
ど
の
財
の
生
産

に
特
化
す
る
か
は
自
明
で
あ
る
。
な
お
、
両
国
の
生
産
点
が
刀
8

上
に
あ
る
と
き
に
は
、
中
規
模
国
は
、
既
存
の
第
－
財
生
産
の
規

模
の
利
益
を
放
棄
し
、
第
2
財
の
そ
れ
を
獲
得
す
る
よ
う
に
な
る

で
あ
ろ
う
。

　
ω
中
規
模
国
対
第
2
財
偏
向
国

　
こ
れ
は
図
1
と
図
4
の
組
み
合
せ
で
あ
り
、
先
述
の
倒
と
逆
に

考
え
れ
ば
よ
い
。

　
㈲
第
－
財
偏
向
国
対
第
2
財
偏
向
国

　
図
3
と
図
4
の
場
合
で
あ
る
。
無
比
較
生
産
費
差
を
前
提
と
す

る
か
ら
、
第
－
財
偏
向
国
の
生
産
点
は
プ
亙
上
に
、
第
2
財
偏
向

国
の
そ
れ
は
σ
y
上
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
明
ら
か
な
よ
う
に
、

第
－
財
偏
向
国
は
第
－
財
に
、
第
2
財
偏
向
国
は
第
2
財
に
そ
れ

ぞ
れ
特
化
す
る
こ
と
に
よ
ウ
て
、
両
国
共
に
規
模
の
経
済
を
実
現

で
き
る
。

　
以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
、
初
期
の
無
比
較
生
産
費
差
か
ら
出
発
し

て
、
各
国
が
共
に
規
模
の
経
済
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
、

す
な
わ
ち
合
意
的
国
際
分
業
の
潜
在
的
利
益
を
考
察
し
た
。
そ
の

結
果
、
大
き
い
国
と
小
さ
い
国
は
、
こ
の
よ
う
な
規
準
か
ら
す
る

と
、
合
意
的
分
業
の
対
象
国
か
ら
除
外
さ
れ
、
さ
ら
に
同
一
財
へ
．

の
偏
向
国
同
士
で
も
合
意
的
分
業
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
な
い

幽
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こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
か
く
し
て
、
合
意
的
国
際
分
業
の
潜
在

的
利
益
を
獲
得
し
う
る
の
は
、
中
規
模
国
同
士
、
中
規
模
国
対
偏

向
国
、
そ
し
て
異
種
財
偏
向
国
同
士
の
場
合
で
あ
る
こ
と
も
明
ら

か
と
な
っ
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
一
国
の
み
が
規
模
の
経
済
を
獲
得
で
き
る
場
合
に

も
合
意
に
よ
る
国
際
分
業
に
踏
み
切
る
こ
と
も
あ
り
え
よ
う
。
こ

の
よ
う
な
ケ
ー
ス
を
含
む
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
の
分
析
を
拡
張
す

る
こ
と
は
、
既
に
生
産
可
能
性
曲
線
の
形
状
を
知
っ
て
い
る
わ
れ

わ
れ
に
と
つ
て
は
、
い
ま
や
容
易
で
あ
る
。
・
と
も
あ
れ
・
合
意
的

国
際
分
業
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
合
意
が
行
な
わ
れ
る
当
事
国
の
タ

イ
プ
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
ぺ
き
で
あ
る
。

　
　
　
四
　
合
意
的
国
際
分
業
の
現
実
的
利
益

　
前
節
の
分
析
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
た
と
え
無
比
較
生
産
費
差

で
あ
つ
て
も
、
二
国
間
の
合
意
に
よ
つ
て
国
際
分
業
に
踏
み
切
る

な
ら
ぱ
、
各
国
共
に
規
模
の
経
済
を
実
現
す
る
可
能
性
が
十
分
に

あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
可
能
的
な
利
益
で
あ
り
・
そ
の
よ
う
な

利
益
が
実
現
さ
れ
る
か
ど
う
か
、
つ
ま
り
潜
在
的
利
益
が
現
実
的

利
益
と
な
り
う
る
か
ど
う
か
が
究
明
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
に
は
、
生
産
可
能
性
曲
線
と
い
う
生
産
面
に
加
え
て
、
社
会

無
差
別
曲
線
と
い
う
消
費
面
を
明
示
的
に
導
入
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
さ
て
、
投
入
係
数
も
要
素
賦
存
量
も
全
く
等
し
い
中
規
模
国

（
図
工
）
の
自
国
と
外
国
を
仮
定
し
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
外
国
の

記
号
に
、
印
を
付
す
と
、
§
1
1
§
。
一
§
、
…
§
。
、
一
ト
H
、
で
あ
り
、
　
．

ま
た
中
規
模
国
で
あ
る
か
ら
、
押
”
加
、
〈
ミ
§
、
1
1
ト
ぐ
β
㌻
い
ト
H

卜
．
〈
■
で
あ
る
。
（
以
下
、
記
号
は
自
国
の
も
の
で
代
表
す
る
こ

と
に
し
よ
う
。
）
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
タ
イ
プ

の
二
国
が
、
初
期
の
均
衡
に
お
い
て
生
産
方
法
（
投
入
係
数
）
吻

を
用
い
て
い
る
な
ら
ぱ
、
例
え
ぱ
、
合
意
に
よ
っ
て
、
自
国
が
第

－
財
の
生
産
に
完
全
に
特
化
し
、
外
国
が
第
2
財
の
生
産
に
完
全

に
特
化
す
る
と
き
に
は
、
．
自
国
は
第
－
財
の
生
産
で
、
外
国
は
第

2
財
の
生
産
で
そ
れ
ぞ
れ
よ
り
優
れ
た
生
産
方
法
に
移
る
（
規
模

の
経
済
を
実
現
す
る
）
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
自
国
の
第
－

財
投
入
係
数
は
吻
か
ら
、
吻
に
、
外
国
の
第
2
財
投
入
係
数
は
ー
吻
か

ら
、
吻
に
変
化
す
る
。
こ
れ
が
合
意
的
国
際
分
業
の
潜
在
的
利
益
で

あ
っ
た
。

　
こ
の
潜
在
的
利
益
は
実
現
す
る
。
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
解
明
す

る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
需
要
状
態
を
特
定
化
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
各
国
に
お
い
て
、
各
財
へ
の
支
出
割
合
は
、

所
得
水
準
に
室
盲
な
く
、
常
に
夏
で
あ
雲
の
と
隻
し
螂
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表1初期の生産・消費量

自国　外国　合計
(cl+cl*)L/al 

(cz+c2*)L/(L~ 

O、呪ノα1

02江畑一

clL/al 

c2Llaz 
第1財
第2財

表2完全特化後の生産・消費量

　自国　　外国　　合計

O
 

czLlal' 

}
 

Lla 
Llal' 

clL/al' 

第1財
　　生産

　　消費

Lla2/ 

c2*L/ a21 

J L/~ 
O。‡〃0。’

第2財
　　生産

　　消費

よ
う
。
自
国
に
お
け
る
第
・
旭
財
へ
の
支
出
割
合
を
吻
、
外
国
に
お

け
る
そ
れ
を
戸
と
す
る
と
、
そ
れ
ら
は
常
に
一
定
で
あ
る
と
仮
定

　
　
　
　
　
○

す
る
わ
け
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
9
＋
S
1
l
一
し
－
．
十
S
、
…
H
で
一
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

る
が
、
吻
と
，
｛
が
等
し
く
な
い
必
要
は
な
い
。

　
　
　
　
　
○

　
需
要
面
を
こ
の
よ
う
に
規
定
す
る
と
、
初
期
均
衡
に
お
い
て
各

国
共
に
投
入
係
数
吻
を
用
い
て
い
る
場
合
の
生
産
量
、
消
費
量
は

表
1
の
よ
う
に
な
る
。
理
由
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
各
国
が
共

に
投
入
係
数
吻
を
用
い
て
い
る
こ
と
は
、
図
1
で
い
え
ぱ
、
生
産

可
能
性
曲
線
の
σ
〃
上
で
生
産
し
消
費
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
そ
の
と
き
の
各
国
の
第
－
財
表
示
の
所
得
は
。
o
ぷ
（
1
－
工
■

吻
）
で
あ
り
、
自
国
の
第
－
財
消
費
量
（
u
生
産
量
）
は
。
一
（
ミ
、
一
）

と
な
り
、
外
国
の
そ
れ
は
ε
讐
（
ミ
s
）
と
な
る
。
同
様
に
、
各
国

の
第
2
財
表
示
の
所
得
は
0
㌘
（
1
1
Z
／
吻
）
で
あ
る
か
ら
、
自

国
の
第
2
財
消
費
量
（
H
生
産
量
）
は
S
（
ミ
吻
）
、
外
国
の
そ
れ

は
s
。
（
ミ
s
）
と
な
る
。

　
こ
こ
で
若
千
の
注
釈
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
生
産
可
能
性
曲
線
上

の
σ
亙
上
で
初
期
の
瀦
費
量
が
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
図
1
か

ら
わ
か
る
よ
う
に
、
次
の
条
件
が
成
立
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

ま
ず
第
一
に
、
第
－
財
の
消
費
量
は
0
〃
よ
り
小
さ
く
y
σ
よ
り

大
き
く
、
第
二
に
第
2
財
の
消
費
量
は
0
y
よ
り
小
さ
く
〃
忠
よ

り
大
き
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
容
易
に
確
め
ら
れ

る
よ
う
に
・
ミ
ー
1
（
§
、
ε
一
§
1
1
（
S
、
一
§
）
N
ら
、
め
、
、
1
1
（
㌣
、
一
、

討
）
、
§
も
く
H
（
§
、
、
§
）
◎
掌
H
（
§
、
㌔
S
）
討
一
ミ
、
お
、
1
1
（
■
－
、
・
、
凶
）

一
s
で
あ
る
。
い
ま
、
的
H
§
（
ざ
、
）
』
－
事
（
ミ
、
一
、
）
と
し
よ

う
。
こ
こ
で
、
仮
定
に
よ
り
、
o
〈
§
〈
ど
o
〈
さ
く
一
で
あ
る
，
一

　
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
か
く
し
て
第
一
の
条
件
は
、
自
国
お
よ

螂
．
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ぴ
外
国
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

　
　
－
1
§
〈
ε
〈
§
し
1
§
〈
o
、
〈
§
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ひ
）

で
表
わ
さ
れ
、
第
二
の
条
件
は
、

　
　
H
l
§
〈
s
〈
さ
L
－
§
〈
s
、
〈
§
　
　
　
　
　
　
　
　
（
N
）

で
表
わ
さ
れ
る
。
婆
言
す
れ
ぱ
、
各
国
が
図
1
の
σ
〃
上
で
初
期

に
生
産
し
消
費
し
て
い
る
た
め
に
は
、
各
国
の
支
出
性
向
は
右
の

式
で
示
さ
れ
る
範
囲
内
に
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
次
の
段
階
に
移
ろ
う
。
い
ま
、
自
国
は
第
－
財
の
み
を
、
外
国

は
第
2
財
の
み
を
生
産
し
た
と
し
よ
う
。
図
1
で
い
え
ぱ
、
自
国

の
生
産
点
は
8
点
に
移
り
、
外
国
の
生
産
点
は
r
点
に
移
る
も
の

と
し
よ
う
。
そ
の
と
き
の
自
国
の
第
－
財
生
産
量
は
O
防
H
ミ
§
、

で
あ
り
、
外
国
の
第
2
財
生
産
量
は
Q
ド
ー
－
ミ
S
、
で
あ
る
。
こ

の
結
果
、
自
国
の
第
－
財
消
費
量
は
、
〇
一
（
ミ
ξ
、
）
と
な
り
、
し

た
が
っ
て
ミ
S
，
1
S
（
ミ
§
、
）
1
I
S
（
ミ
§
、
）
が
外
国
の
第
2
財
消

費
量
と
な
る
。
ま
た
、
外
国
の
第
2
財
消
費
量
は
、
S
、
（
ミ
§
、
）

と
な
る
か
ら
、
自
国
の
第
2
財
消
費
量
は
、
ミ
S
，
l
S
、
（
ミ
S
、
）

1
1
∫
、
（
ミ
鳶
、
）
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
を
示
し
た
の
が
表
2
で

あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
場
合
に
お
け
る
均
衡
交
易
条
件
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
？
〕

（
s
。
、
s
）
（
§
、
、
§
、
）
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
合
意
的
分
業
の
結
果
、
両
国
合
計
の
生
産

量
は
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
表
1
と
表
2
を
比

べ
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
両
国
合
計
の
生
産
量
は
、
第
ユ
財
に
つ

い
て
は
、
（
ε
十
2
讐
）
ミ
§
か
ら
ミ
§
、
に
変
化
し
、
第
2
財
に

つ
い
て
は
、
（
s
＋
s
、
）
ミ
s
か
ら
ミ
s
、
に
変
化
し
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
ω
吻
／
、
吻
が
第
－
財
に
対
す
る
両
国
の
支
出
性
向

の
合
計
（
ε
十
ε
、
）
よ
り
大
き
い
か
、
等
し
い
か
、
ま
た
は
小
さ

い
か
に
し
た
が
っ
て
、
初
期
に
比
べ
て
、
両
国
合
計
の
第
－
財
生

産
量
は
増
加
す
る
か
、
不
変
で
あ
る
か
、
ま
た
は
減
少
す
る
。
ω

吻
／
、
吻
が
’
第
2
財
に
対
す
る
両
国
の
支
出
性
向
の
合
計
（
S
＋

s
、
）
よ
り
大
き
い
か
、
等
し
い
か
、
ま
た
は
小
さ
い
か
に
応
じ

て
、
両
国
合
計
の
第
2
財
生
産
量
は
、
初
期
に
比
べ
て
、
増
加
す

る
か
、
不
変
で
あ
る
か
、
ま
た
は
減
少
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
条
件
は
、
次
の
よ
う
に
書
き
換
え
て
お
く
と
便
利
で

あ
る
。
ω
に
お
い
て
§
㌔
§
、
－
H
…
（
§
1
§
、
）
、
§
、
で
あ
り
、
ま
た

9
＋
9
。
－
一
H
S
l
S
。
で
あ
る
か
ら
、
（
黛
1
§
、
）
、
§
、
が
（
S
1
ε
、
）

よ
り
大
き
い
か
、
等
し
い
か
、
ま
た
は
小
さ
い
か
に
よ
っ
て
、
初

期
に
比
べ
て
、
第
－
財
の
生
産
量
は
増
加
す
る
か
、
不
変
で
あ
る

か
、
ま
た
は
減
少
す
る
。
同
様
に
し
て
、
（
§
－
鳶
、
）
㌔
s
、
が
（
s

l
s
．
）
よ
り
大
き
い
か
、
等
し
い
か
、
ま
た
は
．
小
さ
い
か
に
応

じ
て
、
初
期
に
比
べ
て
、
第
－
財
の
生
産
量
は
増
加
す
る
か
、
変

447
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ら
な
い
か
、
ま
た
は
減
少
す
る
。
か
く
し
て
、
生
産
量
の
変
化
に

関
し
て
は
次
の
こ
と
が
言
え
る
。

　
第
一
に
、
第
2
財
に
対
す
る
自
国
の
消
費
性
向
的
と
第
－
財
に

対
す
る
外
国
の
消
費
性
向
。
勿
と
が
等
し
け
れ
ぱ
、
す
な
わ
ち
ε
、

－
S
H
o
で
あ
れ
ぱ
、
初
期
に
比
べ
て
、
第
－
財
と
第
2
財
の
生

産
量
は
共
に
増
加
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
（
畠
「
ξ
、
）
㌔
§
、
V
o
H
9
，
1

○
里
（
S
－
§
、
）
㌔
S
，
V
o
1
1
S
－
S
、
が
常
に
成
立
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
第
2
財
に
対
す
る
自
国
の
消
費
性
向
ω
、
が
第
－
財
に

対
す
る
外
国
の
消
費
性
向
申
勿
よ
り
も
小
さ
い
（
s
〈
〇
一
、
す
な
わ

ち
S
」
ε
。
〈
o
）
の
と
き
に
は
、
（
§
1
§
、
）
㌔
§
、
V
o
V
S
l
o
、
と

な
る
か
ら
、
初
期
に
比
べ
て
第
2
財
の
生
産
量
は
常
に
増
加
す
る
。

し
か
し
、
第
－
財
の
生
産
量
の
変
化
は
、
い
ず
れ
の
方
向
で
も
あ

り
う
る
。

　
第
三
に
、
第
2
財
に
対
す
る
自
国
の
消
費
性
向
吻
が
第
－
財
に

対
す
る
外
国
の
消
費
性
向
、
の
よ
り
も
大
き
い
（
S
V
S
讐
す
な
わ

ち
S
l
o
－
、
V
o
）
の
と
き
に
は
、
（
§
1
S
、
）
㌔
§
、
V
o
V
∫
讐
1
S
と

な
る
か
ら
、
初
期
に
比
べ
て
第
－
財
の
生
産
量
は
常
に
増
加
す
る
。

し
か
し
第
2
財
の
生
産
量
の
変
化
は
、
い
ず
れ
の
方
向
で
も
あ
り

う
る
。．

以
上
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
各
国
が
そ
れ
ぞ
れ
特
定

の
財
に
完
全
に
特
化
し
た
と
し
て
も
、
両
財
の
生
産
量
が
初
期
に

比
べ
て
必
ら
ず
増
加
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
共
に
増
加
す
る
場
合

も
あ
れ
ぱ
、
あ
る
財
の
生
産
量
は
増
加
す
る
け
れ
ど
も
、
他
の
財

の
生
産
量
は
減
少
す
る
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
重
要
な

こ
と
は
、
両
財
の
生
産
量
が
共
に
減
少
す
る
こ
と
は
決
し
て
あ
り

え
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
今
度
は
各
国
に
お
け
る
各
財
消
費
量
の
変
化
に
つ
い
て
検
討
し

よ
う
。
こ
れ
も
表
1
と
表
2
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
ず
自
国
か
ら

考
え
よ
う
。
自
国
に
お
け
る
第
－
財
消
費
量
は
、
初
期
の
ε
ミ
s

か
ら
9
ミ
§
、
に
変
化
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
§
V
§
、
で
あ
る
か

ら
、
S
ミ
§
〈
ε
ミ
§
、
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
自
国
の
第
－
財
消

費
量
は
初
期
に
比
べ
必
ら
ず
増
加
す
る
。
他
方
、
自
国
の
第
2
財

消
費
量
は
、
初
期
の
s
ミ
§
か
ら
9
、
ミ
s
、
に
変
化
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
伽
ノ
、
吻
が
伽
．
／
、
的
よ
り
大
き
い
か
、
等
し
い
か
、

小
さ
い
か
に
応
じ
て
、
あ
る
い
は
同
じ
こ
と
だ
が
、
（
S
1
§
、
）
㌔

§
、
が
（
s
－
〇
一
讐
）
ぎ
。
よ
り
大
き
い
か
、
等
し
い
か
、
小
さ
い
か

に
従
っ
て
、
初
期
に
比
べ
て
、
第
2
財
の
自
国
消
費
量
は
増
加
す

る
か
、
不
変
で
あ
る
か
、
ま
た
は
減
少
す
る
。

　
次
に
外
国
に
お
け
る
第
2
財
消
費
量
は
、
8
、
ミ
§
か
ら
ε
、

　
ミ
§
、
に
変
化
す
る
が
、
§
V
§
、
で
あ
る
か
ら
、
♂
、
ミ
鳶
く
8
、
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ミ
§
、
と
な
り
、
初
期
に
比
べ
て
必
ら
ず
増
加
す
る
。
し
か
し
、

第
－
財
の
外
国
消
費
量
は
、
初
期
の
8
、
ミ
§
か
ら
S
ミ
§
、
に

変
化
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
吻
／
、
伽
（
ま
た
は
（
§
1
§
、
）
ぎ
、
）

が
、
的
／
的
（
ま
た
は
（
ε
、
－
邑
㌔
邑
よ
り
大
き
い
か
、
等
し
い

か
、
小
さ
い
か
に
応
じ
て
、
外
国
に
お
け
る
第
－
財
消
費
量
は
、

初
期
に
比
べ
て
、
増
加
す
る
か
、
一
定
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
減

少
す
る
。

　
か
く
し
て
、
各
国
の
各
財
の
消
費
量
に
関
し
て
は
次
の
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
第
一
に
、
そ
の
国
が
完
全
に
特
化
し
た
財
の
消

費
量
は
必
ら
ず
増
加
す
る
。
第
二
に
、
相
手
国
が
完
全
に
特
化
し

た
財
に
対
す
る
消
費
量
の
変
化
は
い
ず
れ
の
方
向
で
も
あ
り
う
る
。

要
す
る
に
、
初
期
に
比
べ
て
、
各
国
の
両
財
の
消
費
量
は
共
に
増

加
す
る
か
、
特
化
し
た
財
の
消
費
量
は
増
加
す
る
が
相
手
国
に
委

ね
た
財
の
消
費
量
は
減
少
す
る
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
り
、
両
財
の

消
費
量
が
共
に
減
少
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
し
か
し
、
あ
る

財
の
消
費
量
が
増
加
し
、
他
の
財
の
消
費
量
が
減
少
す
る
場
合
に

は
、
経
済
厚
生
が
減
じ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
に
注
意
す
べ

き
で
あ
る
。

　
生
産
量
の
変
化
と
関
連
づ
け
る
た
め
に
、
消
費
性
向
と
投
入
係

数
の
関
係
を
規
準
に
、
自
国
に
お
け
る
第
2
財
消
費
量
と
外
国
に

お
け
る
第
ユ
財
消
費
量
の
変
化
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
第
一
に
、
自
国
の
第
2
財
消
費
性
向
的
と
外
国
の
第
－
財
消
費

性
向
、
へ
と
が
等
し
い
（
8
H
9
、
一
す
な
わ
ち
S
l
S
、
＾
o
）
な
ら

ぱ
、
（
§
－
§
、
）
㌔
§
、
V
o
＾
（
8
I
〇
一
丑
）
ぎ
讐
で
あ
る
か
ら
自
国
の
第

2
財
消
費
量
は
必
ら
ず
増
加
し
、
ま
た
（
δ
1
§
、
）
㌔
§
、
V
o
…
（
ξ
、

－
邑
㌔
S
で
あ
る
か
ら
外
国
の
第
－
財
消
費
量
も
必
ら
ず
増
加
す

る
。　

第
二
に
、
自
国
の
第
2
財
消
費
性
向
φ
が
外
国
の
第
－
財
消
費

性
向
ぺ
よ
り
小
さ
い
（
2
〈
2
、
一
す
な
わ
ち
8
－
9
、
〈
o
）
な
ら

ば
、
（
§
1
S
、
）
、
§
V
o
V
（
S
l
〇
一
、
）
ぎ
讐
で
あ
る
か
ら
、
自
国
の

第
2
財
消
費
量
は
必
ら
ず
増
加
す
る
け
れ
ど
も
、
外
国
の
第
－
財

消
費
量
の
変
化
は
い
ず
れ
で
も
あ
り
う
る
。

　
第
三
に
、
自
国
の
第
2
財
消
費
性
向
的
が
外
国
の
第
－
財
消
費

性
向
ぺ
よ
り
大
き
い
（
8
V
ε
讐
、
す
な
わ
ち
S
1
ε
、
V
o
）
な
ら

ぱ
、
　
（
§
－
§
、
）
㌔
ε
、
V
o
V
（
ε
、
1
邑
㌔
8
と
な
る
か
ら
、
外
国
の

第
－
財
消
費
量
は
必
ら
ず
増
加
す
る
け
れ
ど
も
、
自
国
の
第
－
財

消
費
量
の
変
化
は
い
ず
れ
の
方
向
で
も
あ
り
う
る
。

　
か
く
し
て
、
各
国
の
各
財
の
生
産
量
お
よ
び
消
費
量
、
し
た
が

っ
て
ま
た
両
国
合
計
の
生
産
量
（
お
よ
ぴ
消
費
量
）
が
、
初
期
に

比
べ
て
、
増
加
し
た
か
、
減
少
し
た
か
、
ま
た
は
不
変
で
あ
る
か

μ9
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表3初期と比ぺた生産量・消費量の増（十）滅（一）不変（0）

　　　　（自国は第1財に，外国は第2財に完金特化）

　　　　　　　　　　自国　　　外国　　　合計

（i）02＝θ1のとき

　第1財
　　　生産量

　　　消費量

　第2財
　　　生産量

　　　消費量

（ii）o，〈ol‡のとき

十　　　　　　一

十　　　　　十

一　　　　　　十

十　　　　　　十

第1財
　（1）（α1一α1’）μ1’＞（む1‘一〇里）／o，ならぱ

　生産量　　　　　　十　　　　　＿

　淵費量　　　　　十　　　　　十
　（2）（01‡一〇2）／02≧（α1一α1’）μ1’＞o1．一〇，ならぱ

　生産量　　　　　　十　　　　　一
　消費量　　　　　　　　十　　　　0または一

　（3）o1‡一θ里≧（α1一α1’）佃1’ならぱ

　生産量　　．　　　十　　　　一
　消費量　　　　　　十　　　　　一

第2財
　　生産量　　　　　　一　　　　　十

　　消費量　　　　　十　　　　　十

（1ii）o里＞ol‡のとき

　第1財
　　　生産量　　　　　　十　　　　　一

　　　消費量　　　　　十　　　　十

　第2財
　　（1）（α里一α里’）ノ吻＞（O里一01‡）μ1｝ならば

　　　生産量　　　　　一　　　　　十

　　　消費量　　　　　十　　　　十
　　（2）（o雪一01‡）μ1ヰ≧（α里一伽’）μ里〉o里一θ“ならば

　　　生産量　　　　　一　　　　十
　　　亨肖費逼＝　　　　　0または一　　　　十

　　（3）（o，一〇1‘≧（α里一α2’）μ2’ならぱ

　　　生産量　　　　　一　　　　　十
　　　消費量　　　　　一　　　　十

十

十

十

十

十

十

十

十

0または一

十

十

十

十

十

十

十

十

0または一
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（39）　合意的国際分業原理再老

た
と
え
両
国
合
計
の
各
財
の
生
産
量
が
共
に
増
加
し
た
と
し
て
も
・

各
国
の
両
財
の
消
費
量
が
共
に
増
加
す
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
潜
在
的
利
益
は
現
実
的
利
益
と
必
ら
ず
し
も
一
致

し
な
い
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
こ
の
よ
う
な
需
要
状
況
に
つ
い
て
は
、
池
間
誠
『
国
際
貿
易
の

　
理
論
』
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
一
九
七
九
年
）
を
参
照
。
．

　
（
2
）
　
同
様
な
手
法
に
つ
い
て
は
、
池
間
、
前
掲
書
、
第
八
章
・
お
よ

　
ぴ
付
論
を
参
照
さ
れ
た
い
。

五
　
合
意
の
規
準

．
前
節
で
の
展
開
に
も
と
づ
い
て
、
二
国
が
国
際
分
業
に
踏
み
切

る
た
め
の
合
意
の
規
準
を
考
察
し
よ
う
。
二
国
間
で
国
際
分
業
が

行
な
わ
れ
、
両
財
の
生
産
量
が
共
に
増
加
す
る
に
し
て
も
・
そ
の

よ
う
な
分
業
が
両
国
間
で
直
ち
に
合
意
さ
れ
る
と
は
隈
ら
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
そ
の
結
果
、
各
国
の
経
済
厚
生
（
両
財
消
費
か
ら
得

ら
れ
る
満
足
）
が
高
ま
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
に
、
特
定
財
の
生
産
に
完
全
特
化
し
た
と
き
に
、
各
国
の
経
済

厚
生
の
水
準
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
を
考
察
す
る
必
要
が
あ

る
。　

で
は
経
済
厚
生
の
水
準
は
ど
の
よ
う
に
測
定
で
き
る
か
。
こ
こ

で
は
、
第
－
財
と
第
2
財
の
消
費
か
ら
得
ら
れ
る
満
足
（
効
用
）

に
よ
っ
て
そ
れ
が
表
わ
さ
れ
る
と
し
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
わ
れ
わ

れ
は
各
財
へ
の
支
出
割
合
は
、
常
に
所
得
の
一
定
割
合
で
あ
る
と
一

仮
定
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
の
効
用
関
数
は
、
コ
ブ
ー
ー
ダ
グ
ヲ
ス

　
　
　
＾
1
）

型
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
自
国
に
つ
い
て
は
、

　
　
q
1
1
き
品
、
§
。
咀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ω
）

と
な
る
。
こ
こ
で
吻
は
第
．
邊
財
の
消
費
量
で
あ
り
、
σ
は
効
用

（
経
済
厚
生
）
の
水
準
を
表
わ
す
。
同
様
に
外
国
に
つ
い
て
は
、

　
　
q
．
1
－
き
讐
。
、
、
喜
、
晶
咀
廿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
o
）

で
あ
る
。

　
前
節
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
自
国
が
第
－
財
の
生
産
に
、
外

国
が
第
2
財
の
生
産
に
そ
れ
ぞ
れ
完
全
に
特
化
す
る
な
ら
ぱ
、
自

国
の
第
－
財
消
費
量
勿
お
よ
ぴ
外
国
の
第
2
財
消
費
量
．
砺
は
必
ら

ず
増
加
す
る
。
そ
の
限
り
で
は
、
㈹
式
と
側
式
か
ら
わ
か
る
よ
う

に
、
両
国
の
経
済
厚
生
は
高
ま
る
で
あ
ろ
う
。
表
3
を
参
照
す
れ

ぱ
、
自
国
の
第
2
財
消
費
量
砺
お
よ
び
外
国
の
第
－
財
消
費
量
パ

は
増
加
す
る
こ
と
も
あ
る
し
、
減
少
す
る
こ
と
も
あ
る
。
し
た
が

つ
て
、
両
国
の
経
済
厚
生
が
ど
う
変
化
す
る
か
を
先
験
的
に
判
定

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
そ
こ
で
初
期
の
経
済
厚
生
の
水
準
と
完
全
特
化
後
の
そ
れ
と
を
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実
際
に
比
較
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
ず
表
1
を
参
老
に
す
る
と
、

初
期
に
お
け
る
自
国
の
経
済
厚
生
水
準
は
、
§
…
。
一
ミ
、
ご
畠
、
。
岨

ミ
§
で
あ
る
か
ら
、

　
　
S
1
1
（
S
ミ
§
）
。
、
（
S
ミ
§
）
。
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
；
）

と
な
り
、
外
国
の
そ
れ
は
、
§
、
1
1
S
、
ミ
ξ
§
。
1
1
S
、
ミ
§
で
あ

る
か
ら
、
　
、

　
　
q
o
・
H
（
ε
、
ミ
§
）
。
．
、
（
s
ミ
§
）
。
岨
、
　
　
　
　
　
　
　
（
旨
）

と
な
ポ
。
な
お
下
付
添
字
O
は
初
期
を
示
す
。
ま
た
表
2
か
ら
、

自
国
が
第
－
財
に
、
外
国
が
第
2
財
に
そ
れ
ぞ
れ
生
産
を
完
全
に

特
化
す
る
な
ら
ぱ
、
自
国
お
よ
び
外
国
の
経
済
厚
生
の
水
準
は
、

そ
れ
ぞ
れ
次
の
式
で
示
さ
れ
る
。

　
　
s
H
（
〇
一
ミ
§
、
）
。
．
（
ε
。
ミ
s
、
）
。
、
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

　
　
S
，
1
1
（
S
ミ
§
、
）
。
．
。
（
S
、
ミ
§
、
）
S
、
　
　
　
　
　
　
（
曽
）

こ
こ
で
効
用
水
準
σ
と
『
の
下
付
添
字
ー
は
完
全
特
化
後
の
時
点

を
表
わ
す
。

　
か
く
し
て
、
初
期
に
比
べ
た
各
国
の
厚
生
水
準
の
変
化
は
、
次

の
式
で
示
さ
れ
る
。

帥
－
（
｝
）
，
（
帥
・
沽
）
、

（
ご
）

明
－
（
叩
ホ
）
。
。
、
（
帥
）
。
．
骨

（
軍
）

　
ま
ず
、
§
、
〈
§
で
あ
る
か
ら
、
自
国
の
第
2
財
消
費
性
向
が

外
国
の
第
－
財
消
費
性
向
よ
り
も
小
さ
い
か
等
し
い
（
S
帆
。
。
、
）

な
ら
ば
、
自
国
の
厚
生
水
準
は
初
期
に
比
べ
て
必
ら
ず
高
ま
る
。

こ
れ
は
表
3
に
お
け
る
ω
と
㈹
の
ケ
ー
ス
で
あ
っ
て
、
直
ち
に
明

ら
か
な
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
に
あ
っ
て
は
、
自
国
の
両
財

の
消
費
量
は
共
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
ま
た
、

も
し
自
国
の
第
2
財
消
費
性
向
が
外
国
の
第
－
財
消
費
性
向
よ
り

大
き
い
か
等
し
い
（
s
w
ε
、
）
と
き
に
は
、
外
国
の
厚
生
水
準
は

必
ら
ず
高
ま
る
。
こ
れ
も
表
3
ω
と
㈹
の
ケ
ー
ス
を
見
れ
ぱ
、
直

ち
に
明
ら
か
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
が
興
味
を
も
つ
の
は
、
㈹
式
と
ω
式
で
表

わ
さ
れ
る
厚
生
水
準
の
変
化
を
二
国
間
で
比
較
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
二
つ
の
式
か
ら
次
の
条
件
が
導
出
で
き
る
。

　
ω
両
国
の
厚
生
水
準
の
変
化
率
が
等
し
く
な
る
た
め
に
推
、

　
　
卵
＼
叩
（
卵
）
、
、
、
．
、
、
、
、
、
．
、
、
、
　
　
　
（
、
、
）

で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

②
自
国
の
厚
生
水
準
の
変
化
率
が
外
国
の
そ
れ
を
上
廻
る
場
合
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（41）　合意的国際分業原理再考

に
は
、｝

＼
貼
・
一
卵
一
至
芸
圭

（
ま
）

で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
』

㈹
外
国
の
厚
生
水
準
の
変
化
率
が
自
国
の
そ
れ
を
上
廻
る
場
合

に
は
、

迂
帥
・
一
箏
一
亨
邑
、
至
、
、

（
ミ
）

　
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
も
し
、
各
国
が
ど
の
財
に
完
全
特
化
す
る
か
を
決
定
す
る
に
あ

た
っ
て
、
経
済
厚
生
水
準
の
変
化
の
み
を
規
準
に
す
る
な
ら
ぱ
、

㈲
式
が
成
立
す
る
と
き
に
の
み
国
際
分
業
へ
の
合
意
に
到
達
す
る

で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
、
規
模
の
経
済
の
程
度
（
吻
／

、
伽
）
が
両
産
業
で
等
し
い
と
す
れ
ぱ
、
第
2
財
へ
の
自
国
消
費
性

向
と
第
－
財
へ
の
自
国
消
費
性
向
と
が
等
し
く
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

い
。
も
し
第
2
財
へ
の
自
国
の
消
費
性
向
が
第
－
財
へ
の
外
国
消

費
性
向
よ
り
小
さ
け
れ
ぱ
、
第
－
財
に
完
全
特
化
し
た
自
国
が
有

利
に
な
り
、
逆
の
場
合
に
は
第
2
財
に
完
全
特
化
し
た
外
国
が
有
，

利
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
両
財
産
業
に
お
け
る
規
模
の

経
済
の
程
度
が
等
し
い
と
い
う
保
証
は
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
一

般
的
に
は
㈹
式
の
関
係
が
成
立
し
た
場
含
に
、
合
意
は
成
立
し
易

く
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
し
・
か
し
、
以
上
は
、
も
っ
ぱ
ら
自
国
は
第
－
財
に
、
外
国
は
第

2
財
に
完
全
特
化
し
た
場
合
に
お
け
る
経
済
厚
生
の
変
化
を
規
準

に
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
合
意
の
規
準
と
し
て
は
、
さ
ら
に
自

国
が
第
－
財
に
特
化
し
た
場
合
の
厚
生
水
準
と
第
2
財
に
完
全
特

化
し
た
場
合
の
そ
れ
と
を
比
較
す
る
こ
と
、
そ
し
て
ま
た
外
国
の

場
合
に
つ
い
て
も
同
様
の
比
較
を
行
な
う
こ
と
で
あ
る
。
婁
言
す

れ
ば
、
各
国
は
相
手
国
と
の
厚
生
比
較
を
行
な
う
の
で
は
な
く

（
実
際
こ
れ
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
）
、
同
一
国
が
あ
る
財
に
特

定
し
た
場
合
の
厚
生
水
準
を
他
の
場
合
の
そ
れ
と
比
較
す
る
こ
と

で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
い
ま
自
国
が
第
2
財
に
、
外
国
が
第
－
財
に
そ
れ
ぞ

れ
特
化
し
た
と
し
よ
う
。
こ
の
場
合
の
自
国
お
よ
び
外
国
の
厚
生

水
準
は
次
の
よ
う
に
表
わ
さ
れ
る
。

　
　
S
，
1
1
（
8
、
ミ
§
、
）
由
．
（
S
ミ
§
、
）
砧
、
　
　
　
　
　
　
　
　
（
冨
）

　
　
S
、
、
1
1
（
o
㌦
ミ
§
、
）
市
．
。
（
S
ミ
ε
、
）
。
”
。
．
　
　
　
　
　
　
（
筍
）

こ
の
規
準
に
従
え
ぱ
、
ω
式
と
㈹
式
、
そ
し
て
胸
式
と
㈹
式
を
比

較
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
ず
自
国
に
関
し
て
は
、
ω
（
之
o
㌦
）
。
、
V
（
之
o
、
）
。
、
で
あ
れ
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ぱ
第
－
財
に
完
全
特
化
し
た
方
が
有
利
で
あ
り
、
②
（
之
o
㌦
）
。
．

H
（
之
O
・
、
）
。
”
で
あ
れ
ぱ
、
い
ず
れ
の
財
に
完
全
特
化
す
る
か
は

無
差
別
で
あ
り
、
㈹
（
之
8
。
）
。
．
〈
（
2
、
㌔
S
）
。
、
で
あ
れ
ぱ
第
2
財

に
完
全
特
化
し
た
方
が
有
利
で
あ
る
。
そ
し
て
、
外
国
に
関
し
て

は
、
ω
（
之
o
㌧
）
。
，
｛
V
（
之
S
。
）
。
咄
＃
で
あ
れ
ば
第
2
財
に
完
全
特

化
し
た
方
が
有
利
で
あ
り
、
ω
（
辻
s
讐
）
。
。
讐
”
（
之
s
、
）
。
咀
、
で
あ

れ
ぱ
、
い
ず
れ
の
財
に
特
化
す
る
か
は
無
差
別
で
あ
り
、
㈹
（
辻

ε
、
）
〈
（
之
o
㌦
）
。
．
■
で
あ
れ
ぱ
第
－
財
に
特
化
し
た
方
が
有
利
と

な
る
。
こ
れ
ら
の
条
件
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、
各
国
に
お
い
て

各
財
へ
の
支
出
割
合
が
等
し
い
と
き
に
は
、
合
意
は
容
易
に
得
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
池
間
、
前
掲
書
、
　
一
六
三
～
一
六
六
頁
参
照
。

六
　
結

論

　
本
稿
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
小
島
溝
教
授
が
四
半
世
紀
前

に
初
め
て
提
唱
さ
れ
た
「
合
意
的
国
際
分
業
原
理
」
の
理
論
化
を

試
み
た
。
産
業
の
規
模
が
拡
犬
す
る
に
つ
れ
て
、
そ
れ
が
あ
る
水

準
に
達
し
た
な
ら
ば
要
素
投
入
係
数
が
小
さ
く
な
る
と
い
う
意
味

で
の
規
模
の
経
済
が
存
在
す
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
わ
れ
わ
れ
は
分

析
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ス
レ
シ
ュ
ホ
ル
ド
が
産
業
に
存
在
す
る
場

合
に
関
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
生
産
可
能
性
を
明
示
的
に
提
示
し
、

そ
れ
に
も
と
づ
い
て
一
般
均
衡
分
析
を
試
み
た
。
国
の
規
模
に
ょ

っ
て
生
産
可
能
性
曲
線
の
形
状
が
異
な
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と

は
か
な
り
重
要
で
あ
る
。
特
に
、
合
意
的
国
際
分
業
を
考
え
る
に

あ
た
っ
て
は
そ
う
で
あ
ろ
う
。

　
合
意
的
国
際
分
業
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
展
開
は
、
い
わ
ゆ
る

中
規
模
国
に
関
し
て
の
み
な
さ
れ
た
が
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
他
の
ペ

ア
に
つ
い
て
も
分
析
を
行
な
う
こ
と
は
で
き
る
。
分
析
用
具
は
与

え
ら
れ
た
。
そ
れ
を
用
い
る
こ
と
も
容
易
で
あ
有
。

　
本
稿
で
の
分
析
用
具
は
、
単
に
合
意
的
国
際
分
業
原
理
の
説
明

に
の
み
適
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
む

し
ろ
、
合
意
的
国
際
分
業
原
理
が
、
収
穫
逓
増
下
の
国
際
分
業
の

極
限
ケ
ー
ス
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
本
稿
の
分
析

用
具
を
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
適
用
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

収
穫
、
逓
増
下
の
国
際
貿
易
、
そ
し
て
ま
た
国
の
大
き
さ
の
重
要
性

を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
本
稿
の
展
開
も
十
分
に
意
義
が
あ
る
も
の

と
信
ず
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橘
大
挙
教
授
）
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